
就農までの経緯
大学卒業後、介護の仕事をされ
ていましたが、地元の新城市作
手に戻り、地域が新たに取り組
む周年でのほうれんそう栽培に
魅力を感じ、就農を決意されま
した。25歳で就農し、現在7年
目です。36aで家族4人とパート
5～7人を雇用して経営をされて
います。

苦労されたこと・就農支援について
経営開始から3年間は、ほうれんそうが思うように生育しなかったこと
に苦労されたそうですが、市・JA・県の支援により乗り越えることがで
き、4年目以降は安定して栽培できるようになったとのことでした。栽
培計画を数値で示され、資金面・技術面の両面でのきめ細かな支援があ
りがたかったそうです。

農業者になって良かった
こと・今後の抱負

鈴木さんは、自分でスケジュー
ルを立て、仕事ができる点が農
業の魅力であるとおっしゃって
いました。今後はパートの方の
調製場の労働環境を良くするこ
と、雑草を減らすこと、ブラン
ド化や規模拡大の取組を進めて
いきたいとのことでした。
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